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「やり遂げる」ということ 

校長  竹内  聖子   

 

10 月 25 日（土）谷浜小学校・潮陵中学校合同文化祭に、大勢の皆様からおいでいただき、

誠にありがとうございました。  

子供たちは、2 学期になってから、絵画制作や発表の準備を進めてきました。絵画制作では、

それぞれが、自分の思いをもって自分の色を作り、自分らしく描いていきました。教えてもらっ

た描き方を自分なりに生かしながら描いた「自分だけの 1 枚の絵」は、どれも素晴らしい作品

で、中学校の先生からも、「小学生の絵は素晴らしい。」と褒めていただきました。  

学習発表会は、各学級で、それぞれの頑張りがありました。１・２年生は、自分たちが見付け

たことや体験したことを伝えるために、劇や歌・ダンスを覚えたり表現を工夫したりしていまし

た。６人でステージを盛り上げるためにあれだけの長いセリフやダンスを覚えたのですからたい

したものです。３・４年生は、劇のシナリオや小道具にいたるまで、全て自分たちでつくったス

テージでした。もっとよく伝わるにはどうしたらいいか、「動きは？」「セリフは？」「小道具

は？」と、アイデアを出し合い、つくり上げた子供たちは立派です。５・６年生は、圧巻のトラ

ンペット鼓隊を見せてくれました。春の演奏に加え、校歌を演奏するには時間がかかりました。

音をしっかり出す・リズムを合わせる・動きを揃える…様々な苦労があり、それを自分たちで改

善しながら当日を迎えました。堂々とした演奏に会場の皆さんが感動したことでしょう。  

学習発表会のステージを終えた子供たちは、皆、満足そうな顔をしていました。この満足感こ

そが「やり遂げた」証ではないでしょうか。「やり遂げた」かどうかは他人が決めるのではな

く、自分で決めた目標と照らし合わせて決めるものですから。  

小学生３０人、中学生２０人の「やり遂げた」姿を見て、感動し、心が震え、涙が流れ、「私

も子供たちのように頑張ろう」と思えた一日でした。谷浜桑取の子供たちの素晴らしさを改めて

感じた日になりました。みんな、ありがとう！  
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谷浜小学校では、６月と１１月を人

権教育の強調月間とし、様々な取組を

行っています。  

その一環として、１１月 18 日 (月 )

に校内いじめ見逃しゼロスクール集会

を行いました。各学級での「いじめを

しない、させない」ための目標を紹介

した後、縦割班毎にいじめについて話

合いを行いました。子供たちは、とて

も真剣に考え、自分の考えを言ってい

ました。これは、とてもすごい事です。いじめや差別の問題は、どこでも起こる可能性があり、

すっきりと解決しにくいこともある問題です。その問題に、自分事として向き合っていることが

話合いの様子で分かりました。子供たちの意見には以下のようなものがありました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの意見をどう感じましたか？  

この集会の最後に、子供たちに３つのお願いをしました。  

一つ目は、差別を受けて「辛い」と感じたら、口に出して誰かに伝えることです。差別はする

側の問題であり、「差別していい理由」などありません。だから、いじめや差別を受けて我慢す

ることはないのです。「私は悲しい」「やめてほしい」と言ってよいのです。  

二つ目は、今日の集会で考えたこと（いじめはどうして起こるか、いじめをなくすにはどうし

たらよいか）を、ずっと、覚えていてほしいということです。今、一生懸命考えたことはすごく

大事なことですが、それを忘れてしまい、正しいと思ったことを実行するのが難しいこともあり

ます。だから、今の自分の考えを忘れないでほしいのです。  

三つ目は、学校の内でも外でも「差別はダメ」と言える人になってほしいということです。学

校外の活動や地域、あるいはテレビやインターネットの中…身の回りで起きるかもしれない差別

に気付いて「NO」と言える人になってほしいです。  

子供たちが生きている世界には、ジェンダーの問題、障

がい者差別、職業差別、お年寄りへの差別、部落差別など

多くの差別問題があります。自分の心に差別がないか、周

りの人の言葉や行動に差別がないか、その差別を素通りし

ていないか、一緒に考えていきましょう。そして、子供た

ちに差別のない幸せな未来が訪れるよう、大人の私たちも

頑張っていきたいと思います。  

学校の内でも外でも 差別に NO！と言える子に 

どうしていじめがおこるのか 

・負けた時などに、人に怒りをぶつけてしまう。 

・調子に乗って相手をあおったりする。 

・相手の気持ちを考えることを意識できない。 

・自分のストレスを相手にぶつける。 

・立場が弱い人を従わせる気持ちがある。 

いじめをなくすためにどうしたらいいか 

・相手が嫌がることをしない。 

・自分勝手に話を進めない（人の話をよく聞く） 

・いじめが起きたら、仲直りをサポートする。 

・クラスや家の人といじめについて話し合う。 

・相手の表情を見て判断する。 

被害者 
加害者 

聴衆（周りではやしたてる人） 傍観者（見て見ぬふりをする人） 
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１０・１１月 キラキラ輝く子供たち ～教育活動の紹介

～ 

10月 15日 さつまいも掘り（１・２年生） 

 畑で育てたサツマイモが大きく育ちました。みん

なで掘った芋は、いろんな形でした。 

10月 22日 用水の見学（３・４年生） 

 谷浜土地改良区理事長さんから、谷浜地区の用水

について、現地をまわりながら教えていただきまし

た。 

11月７日 読書旬間 図書委員の取組 

 図書委員会の読書クイズを楽しみました。読書ビ

ンゴ等で楽しく本を読む企画も盛りだくさんです。 

11月８日 潮陵中学校とのメッセージ交換 

 文化祭のステージ発表を見た感想を書いて、中学

生とメッセージ交換をしました。温かいメッセージ

をもらって、とても嬉しい気持ちになりました。 

11月６日 地層見学（５・６年生） 

 理科センターの先生を講師に、地域の地層見学と

岩石採取をしました。なんと！化石が 2つも見つか

りました！ 

10月～11月 里神楽の伝承（５・６年生） 

 舞ごとに分かれて、地域の方から教えてもらって

います。1回練習する度にぐんと上達していきます。 


